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第二期大阪府がん対策推進計画

の取組み状況について
平成２７年度～平成２９年度
　　



	
がん医療の充実 （がんに関する情報提供・相談支援）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己評価】SA：計画以上に進んだ　A：おおむね計画どおり進んだ　B：計画どおり進んでいない
	

	第二期計画における取組目標
	２７年度の主な取組（Ｈ28.3末現在）
	２８年度の主な取組（H29.3末現在）
	２９年度からの取組案
	自己評価
	委員会意見

	（１）患者・家族等が利用しやすい府民目線の情報提供の推進
○　がん診療連携協議会は、すべての国指定拠点病院及び府指定拠点病院が、府民にとってわかりやすい情報が提供できるよう、患者団体等の意見を踏まえ、情報のあり方を検討し、各がん拠点病院への周知を図ります。

○　国指定拠点病院及び府指定拠点病院は、がん診療連携協議会の方針を踏まえ、診療機能や診療実績、専門的にがん診療を行う医師及び臨床試験（治験）の実施状況に関する情報等、がん診療に関する情報の公開をさらに充実させることとします。

○　府及び府立成人病センターは、「がん診療ＮＯＷ」をはじめ、がんに関する様々な情報提供機能について、より一層、府民への周知を図るとともに、がんに関する情報を掲載したパンフレット等を、すべてのがん患者及び家族等が、容易に入手できるようにします。

○　がんに関する情報は、がん患者の立場に立って提供される必要があることから、府は、生存率等の公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、また、がん患者及び家族等の心理面にも配慮した情報提供のあり方に努めます。
　

（２）相談支援機能の向上と府民への周知
○　国指定拠点病院は、がん拠点病院間で、相談支援センター機能の格差が生じないよう、がん診療連携協議会等で、積極的に情報交換を図り、府民にとって利用しやすい環境を整備し、より一層、府民への周知を図ります。

○　府指定拠点病院においても、同様の取組により、積極的に相談支援機能の充実を図るとともに、府民への周知に努めます。

○　医師及び医療技術者、心理、介護に携わる人、相談員等がんに携わるすべての人が、がん患者及び家族等のこころのケアに配慮した行動をとれるよう人材育成に努めます。
	○がん医療情報の提供

・府立成人病Ｃ（大阪がん情報提供コーナー）において各がん診療拠点病院の医療情報やがんに関する各種情報を一元的に提供するホームページ「大阪がん情報提供コーナー」を運営
　　　 また、府ホームページにおいても、「おおさかがんポータルサイト」としてがんに関する各種情報等を掲載　

・「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック（第2版）」の発行　　

　　また、別冊として、がん拠点病院、がん相談支援センター、がん患者会等の情報を掲載　
○がんに関する情報を掲載したパンフレット等の配布

・がん診療拠点病院において、がんに関するパンフレット等を配布

また、府においても、市民まつりやスポーツイベント等でパンフレットを配布

○相談支援機能の向上

・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

（平成27年11月）

「がん相談員のための就労に関する基礎講座Ⅲ」　

内容：労働専門機関講師による、就労に関する専門機関の役割や相談への対応等

参加者96名

・近畿６府県による地域相談支援フォーラムの開催
（平成28年1月）　〔共催：国立がん研究センター〕　

内容：基調講演「がん診療連携拠点病院とがん患者団体とのより良い「連携」と「協働」のために

　　　　パネルディスカッション「がん患者団体が、がん相談支援センターに期待する連携と協働とは」

　　　　6府県からの報告「地域におけるがん患者団体等との連携と協働の現状について」

　　　　グループワーク「府・県内のがん相談支援センターががん患者団体と「連携」・「協働」する際にすべきことは何か？

　　　　　　参加者135名

　
・がん診療拠点病院において、がん相談支援センターのより一層の周知に努めるとともにがん相談支援センターのパンフレットをイベントで配布
	○がん医療情報の提供

・府立成人病Ｃ（大阪がん情報提供コーナー）において各がん診療拠点病院の医療情報やがんに関する各種情報を一元的に提供するホームページ「大阪がん情報提供コーナー」を運営

　　また、府ホームページにおいても、「おおさかがんポータルサイト」としてがんに関する各種情報等を掲載　
・「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」本体及び別冊の改訂

がん患者会及びがん患者支援団体、患者サロン一覧を更新情報を掲載

【資料３、４】

○がんに関する情報を掲載したパンフレット等の配布

・がん診療拠点病院において、がんに関するパンフレット等を配布

○相談支援機能の向上　【資料５】
・がん相談員向けの就労に関する実務研修

（平成28年11月）
「がん相談員のため「就労」に関する基礎講座Ⅳ」
内容：◇大阪産業保健総合支援センター

　　　　　　・「事業場における治療と職業生活の両立支援のため　

　　　　　　のガイドライン」の説明

　　　　　　・府立成人病センターと大阪産業保健総合支援センターとの

連携及び取組状況について

・府立成人病センターとハローワーク大阪東との取組状況につ

いて
◇参加者101名
・がん相談支援センター相談員研修　【資料６】
（平成２９年２月）

「がん相談員のためのコミュニケーション

～出会おう、気付きあおう、学び合おう～」
内容：◇がん相談員の置かれている立場、対応内容、技術力には差異がある状況であり、多職種、多施設からなるコミュニケーション技術取得をテーマとし、がん相談員の職業能力の向上、技術取得に向けた研修を実施し、府内がん拠点病院間で高水準の均てん化された職業意識や技量を共有できることを目的
◇定員８０名
・がん診療拠点病院において、がん相談支援センターのより一層の周知に努めるとともにがん相談支援センターのパンフレットをイベント等で配布
	○がん医療情報の提供

・府ホームページにおいて、必要に応じて情報更新
・「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」別冊の改訂

がん患者会及びがん患者支援団体、患者サロン一覧を更新情報を掲載予定

○がんに関する情報を掲載したパンフレット等の配布

・がん診療拠点病院において、がんに関するパンフレット等を配布

○相談支援機能の向上

・がん相談員向けの就労に関する実務研修
・がん診療拠点病院において、がん相談支援センターのより一層の周知に努めるとともにがん相談支援センターのパンフレットをイベント等で配布予定
	Ａ

Ａ
	


	がん医療の充実　（がん対策の新たな試み）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己評価】SA：計画以上に進んだ　A：おおむね計画どおり進んだ　B：計画どおり進んでいない

	第二期計画における取組内容
	２７年度の主な取組
	２８年度の主な取組（H29.3末現在）
	２９年度からの取組案
	自己評価
	委員会意見

	（１）患者・家族との意見交換、就労支援　
○　府は、がん患者をはじめとする関係者と、がん対策の現状や方向性について継続的に意見交換を実施していきます。

また、このような取組を通じて、がん以外の患者へも配慮しつつ、がん患者・経験者の就労をはじめとする社会的な問題に関するニーズ・課題を把握し、関係部局と連携しながら取組方策について検討します。


	○大阪がん患者団体協議会等との連携、協働

　 ・大阪がん患者団体協議会等との継続的な意見交換

　 ・近畿6府県による地域相談支援フォーラムの開催

(平成28年1月)　(再掲)

・大阪府がん患者会等情報掲載要領を制定し、各がん患者会、各がん患者支援団体、各病院が主催するがん患者サロンの情報を収集
　　「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」別冊に

一覧を掲載（再掲）
○がん患者の就労に関する相談支援　
・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

（平成27年11月）（再掲）
「がん相談員のための就労に関する基礎講座Ⅲ」　

内容：労働専門機関講師による、就労に関する専門機関の役割や相談への対応等

参加者96名

・企業向けパンフレット「仕事と治療の両立支援」を作成し、国や府、拠点病院主催のセミナー等で配布　

・平成28年2月公表の厚労省作成「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」をがん拠点病院・関係機関に周知
	○大阪がん患者団体協議会等との連携、協働【資料７-１～４】
・大阪がん患者団体協議会等との継続的な意見交換

・「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」別冊の改訂
がん患者会及びがん患者支援団体、患者サロン一覧の更新情報を掲載

○がん患者の就労に関する相談支援（再掲）
・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

がん相談員向けの就労に関する実務研修

（平成28年11月）

「がん相談員のため「就労」に関する基礎講座Ⅳ」

内容：◇大阪産業保健総合支援センター

　　　　　　・「事業場における治療と職業生活の両立支援のため　

　　　　　　のガイドライン」の説明

　　　　　　・府立成人病センターと大阪産業保健総合支援センターとの

連携及び取組状況について

・府立成人病センターとハローワーク大阪東との取組状況について

◇参加者101名
・府立成人病センター（がん相談支援センター）へ大阪東ハローワークより専門相談員の派遣による出張相談（就職相談）【資料８】
・府立成人病センター（がん相談支援センター）へ大阪産業保健総合支援センターへ促進員の派遣による出張相談（両立支援相談）

【資料９】

・事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドラインを、

国や府のセミナー等で配布　【資料１０】
・治療と職業生活の両立支援に関するセミナーの開催

（平成28年8月31日）労働衛生研修会

（平成28年9月2日）衛生週間説明会

（平成28年10月4日）大阪・職場の健康づくりフォーラム

（平成28年10月5日）がん患者と共に働く

（平成29年1月11日）治療と職業生活の両立支援セミナー

（平成29年2月25日）企業向け両立支援セミナー（仮称）

・府民向けの仕事と治療の両立支援にかかる啓発チラシを作成し、府関係機関、拠点病院等にて配布　【資料１１】
	○大阪がん患者団体協議会等との連携、協働

・大阪がん患者団体協議会等との継続的な意見交換

・「地域の療養情報　おおさか　がんサポートブック」別冊の改訂

がん患者会及びがん患者支援団体、患者サロン一覧の更新情報を掲載

○がん患者の就労に関する相談支援
・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会

・府立成人病センター（がん相談支援センター）へ大阪東ハローワークより専門相談員の派遣による出張相談（就職相談）

・府立成人病センター（がん相談支援センター）へ大阪産業保健総合支援センターへ促進員の派遣による出張相談（両立支援相談）
・事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドラインを、

国や府のセミナー等で配布

・府民向けの仕事と治療の両立支援にかかる啓発チラシを作成し、府関係機関、拠点病院等にて配布予定
	Ａ


	


	がん医療の充実　（がん対策の新たな試み）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己評価】SA：計画以上に進んだ　A：おおむね計画どおり進んだ　B：計画どおり進んでいない

	第二期計画における取組内容
	２７年度の主な取組（Ｈ28.3末現在）
	２８年度の主な取組（H29.3末現在）
	２９年度からの取組案
	自己評価
	委員会意見

	（２）大阪府がん対策基金について

○　大阪府がん対策基金は、がんの予防及び早期発見の推進その他がん対策の推進に資するため、第二期計画の期間中に広く府民の皆様からいただいた寄付をもとに、がん検診の普及啓発や在宅療養などの事業を、公募方式も取り入れて実施し、がん対策の充実に活かします。
	○寄付申込の状況　

・平成27年度9件4,558千円

（平成28年3月現在）

（累計63件　29,121千円）
○基金周知活動

・市民まつり等のイベントでの周知活動

（平成27年10から11月）

堺まつり、すみよしまつり、ガンバ大阪公式戦ほか

・啓発ツールの作成・配布

　がん検診の重要性やがん対策基金について府民に幅広く周知するため、ポケットティッシュを配布

○企画提案型公募によるがん対策貢献事業

　採択事業：10件　　助成額：　1,621千円

テーマ①がんの予防につながる学習活動

がんを明るく前向きに語る・金つなぎの会

「あなたの中学に出前授業いたします［命］について話しましょう♪」

独立行政法人国立病院機構大阪南医療Ｃ

 　 がん教育サイトの評価と改善―がん教育サイト「子どもと大人のがん教育『がんってなに？』の更なる効果的な学習媒体を目指してー

テーマ②若者世代への子宮頸がん検診受診啓発活動

大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教室

　　「若者女性に対する漫画を用いた子宮がん検診受診勧奨」

特定非営利活動法人ピンクリボン大阪

　「素敵な女性になるためにも知っていますか？」

テーマ③がん患者会活動

ＮＰＯ法人大阪がんええナビ制作委員会

公開講座「難治性がんの最新医療」開催

　　特定非営利活動法人がんと共に生きる会

　　　がん啓発促進リーフレット「がん検診へ行こう！わたしを守るのはわたし」のリニューアルと配布事業

　　大阪肝臓友の会

　　　がん診療連携拠点病院と連携した肝炎・肝硬変・肝がん患者への情報提供と支援活動」

　　乳がん患者会「おしゃべり茶論」

   乳がんの体験をもとに、乳がん検診の重要性を広めるための啓発事業

骨転移　ＷａｌｋＴｏｇｅｔｈｅｒ

骨転移による麻痺・骨折リスクの啓発活動

ＮＰＯ法人エスビューロー

小児がん喪失家族のセルフヘルプ学習会「あるがままを学ぶ」の開催
	○寄付申込の状況　
・平成２８年度　件4,567千円

（平成29年1月現在）

（累計74件　33,697千円）
○基金周知活動

・市町村や協力企業にて啓発ポケットティッシュの配布

・がん対策基金を活用したがんについての正しい知識の普及啓発

（啓発ツールの作成・配布）

・がん検診の重要性やがん対策基金について府民に幅広く周知するため、ポケットティッシュを配布
○企画提案型公募によるがん対策貢献事業　【資料１２】
　採択事業　12件　助成予定額　1,800千円

昨年度より早期に募集、事業選定を行い、交付決定を実施したため、事業期間を拡大に繋げた

テーマ①がんの予防につながる学習活動

　　　　　特定非営利活動法人　ピンクリボン大阪

　　　　　　「聞く・見る・触れる　がんのこと」
　　　　　地方独立行政法人　堺市立病院機構　

「小・中学生及び保護者を対象としたがん教育と啓発活動」

テーマ②若者世代への子宮頸がん検診受診啓発活動

　　　　　大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教室
　　　　　　「子宮頸がん予防ワクチン接種・非接種の若年女性に対する漫画を用いた子宮がん検診受診勧奨」

テーマ③がん患者会活動

　　　　　ＮＰＯ法人　大阪がんええナビ制作委員会

「公開講座「第2回　難治性がんの最新医療」開催」

大阪肝臓友の会
「ウイルス性肝炎患者の療養を支援と受診記録できる手帳の
作成、配布」

　　　　　あけぼの大阪
　　　　　　「正しく知ろう！　乳がんのこと」

　　　　　悠声会関西支部
　　　　　　「大阪府内において「咽頭全摘手術後の失声者ゼロを目指す」
運動」

　　　　　どうするＢＯＫＳ
　　　　　　「第3回がん患者会就労支援意見交換会」

　　　　　堺市がん患者と家族の会「よりそい」
　　　　　　「がん”知りたい、聞きたい、学びたい」

　　　　　口腔・咽頭がん患者会
　　　　　　①口腔・咽頭がん患者会パンフレット作成
②構音障害者向け構音訓練マニュアル増刷
　　　　　大阪がん患者団体協議会
　　　　　「新規がん患者会ネットワークの構築」
	○基金周知活動
・市町村や協力企業にて啓発ポケットティッシュの配布

・がん対策基金を活用したがんについての正しい知識の普及啓発

（啓発ツールの作成・配布）

・がん検診の重要性やがん対策基金について府民に幅広く周知するため、ポケットティッシュを配布

○企画提案型公募によるがん対策貢献事業
	Ａ
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大阪府がん対策推進委員会


患者支援検討部会


平成２９年１月３１日








第二期大阪府がん対策推進計画の取組状況





○がん対策基金概要


設　置　年　月　：　平成24年11月


事業実施期間　：　平成25年度～平成29年度


（５年間）


基　金　規　模　：　３千万円
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